
6月 14日（金） 

わたしはとこしえの愛で、あなたを愛してきた。 

時のはじまる前から、わたしはあなたを知っていた。 

何年も何年もあなたは、愛を探し、希望を望んで、無意味の

海の中を泳ぎまわっていた。 

そのあいだずっとわたしは、あなたの姿を追い求めていた。

わたしの哀れみ深い腕の中にあなたを抱きしめたい、と切に

願いながら…‥。 

機が熟したとき、わたしは自分をあなたに現した。 

絶望の海からあなたを救い上げ、堅固な土台の上にあなたを

置いた。 

ときどきあなたは、自分が裸でいるような―すべてを明るみ

に出すわたしの光にさらされているような感じがした。 

わたしは王の衣
ころも

で―わたしの義の衣で、あなたを覆った。 

あなたに愛の歌を―始めと終わりが永遠のベールに覆われ

た歌を、歌ってきかせた。 

あなたの心の中に、生きる意味を注ぎこみ、あなたの想いを

わたしとの調和で満たした。 



わたしの歌を、ともに歌おう。 

わたしとふたりで、人々を暗闇の中からわたしの驚くべき光

の中へと招き入れよう。 
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【新改訳 2017】 

エレミヤ：31:3  

【主】は遠くから私に現れた。「永遠の愛をもって、わたし

はあなたを愛した。それゆえ、わたしはあなたに真実の愛を

尽くし続けた。 

イザヤ 61:10  

私は【主】にあって大いに楽しみ、私のたましいも私の神に

あって喜ぶ。主が私に救いの衣を着せ、正義の外套をまとわ

せ、花婿のように栄冠をかぶらせ、花嫁のように宝玉で飾っ

てくださるからだ。 

Ⅰペテロ 2:9 （NKJV） 

しかし、あなたがたは選ばれた種族、王である祭司、聖なる

国民、神のものとされた民です。それは、あなたがたを闇の

中から、ご自分の驚くべき光の中に召してくださった方の栄



誉を、あなたがたが告げ知らせるためです。 

 

 


